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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・8/16からの勤務表に変更がありますので各自確認して下さい。また、チーフ･オンコール表も確認して下さい。

・各病棟に設置してあるすべてのパソコンで、各記録メディア（USBメモリ等）の使用は禁止となります。情報の漏洩、及びウィルスなどの持ち込みを防ぐため、パソコンにはメディア使用ができないよう制限をかけられます。なお、病院2階管理室設置の共有パソコンについては制限がありませんので、必要時にはそのパソコンを使用するようにしましょう。ただし、いつ、だれが、持ち出した（メディアへの移動）か、などすべて記録されます。

・8/13～8/15までのリハビリテーションプログラムは、趣味活動となっていますが、各病棟において人員が少ない為、病棟においてプログラムを用意していきますので、そちらを実施していきます。また、これからも暑い日が続くと思われますので、プレミーティングの際にその日の気温を確認し、体育館を使用するか、病棟での活動とするかを話し合って、実施することとしましょう。

　体育館に置いてある、ベッドなどの物品を元の倉庫に戻す予定となっています。

・医療安全感染対策巡視にて下記の通り指摘がありました。

　　・リキャップがあった

・非感染性廃棄ＢＯＸの上に定期薬の箱が乗せられていた。

・男子トイレの床に尿がこぼれていた。

　　※感染性廃棄物、非感染性廃棄箱の上、周囲には、物を置かないようにして下さい。

※トイレの尿のこぼれについては、転倒など事故が予測されます。また、汚れていることを発見次第清掃するようにしましょう。

・青仁会新聞掲載用の俳句を募集しています。

9月季語：【西瓜】※「スイカ」では無く、「西瓜」でお願いします。
締切日は8/25（土）。提出先は、俳句担当廣瀬CWまでとなっています。

・9/21（金）法人被災訓練を実施する予定としています。当日の訓練参加者は下記のとおりです。

　　　　　オリロー･･･金田PSW、　消火器･･･山田ＭＮｓ、　放水訓練･･･新田CW

・レストランについたスタッフは、目立つ不食のあった患者様にはその理由をたずね、リーダーへ報告するようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・伊藤　五十二様～8/8（水）の血液検査において、カリウム値が低かった事から、アスパラＫ（300ｍ・カリウム製剤)3Ｔ毎食後7日分処方となっています。

・田名部　浩平様～母様より、8/13（月）10時から8/15（水）18時【夕食済】までの外泊希望の連絡がありました。主治医へ許可申請行っていきます。

・稲垣　恵利子様～8/20（月）16時から8/21（火）10時30分までの外出許可が出ています。

　　　　　　　妄想による言動みられていますので、所在の確認をしていきましょう。

・林　田鶴子　様～本日より外泊となっています。外泊中（8/10）に施設の見学を予定しています。帰院後は、ご家族と本人に見学時の様子を確認しましょう。

・小笠原　禮子様～8/13（月）11時から15時まで外出希望され、主治医より許可がでています。

・五日市　規　様～ご家族と連絡し、今後の日程を決定して行きます。三浦PSWが調整して行きます。

＜注目患者様ケース検討＞

・伊藤　五十二様～体重に２kg前後の変動みられています。呂Dr.の診察において、後1ヵ月は肝機能の様子観察が必要となっています。また、本日で４日間排便がありません。シンラック液にて対応していますので、排便の確認と睡眠状況の観察

　　　　　　　　　を継続していきましょう。

・倉橋　生子　様～落ち着いて生活されていますが、他者への発言内容がトラブルの要因となりえる事、また過干渉にも注意し、必要があれば介入し振り返りの時間を設けていきましょう。

・菊地　明子　様～本日朝食は不食となっています。だるさを訴え、更衣はできたものの、作業療法は休んでいます。午後の活動をなるべく促し、無理なようであれば、明日からの取り組みを頑張るように伝えていきましょう。また、水分の摂取も促していきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒ.ケースカンファレンス・診察状況＞

・赤坂　順市　様～本日、昼食の主食を不食しています。食べたくない、体調は悪くないと話されています。その１時間後、おやつをスタッフに要求されています。正しい食習慣と薬の服用に関して、本人がどのように考えているのか確認していきましょう。

・法霊崎　恵子様～本人より不調の訴えがあった場合は、顔色の観察･脈、血圧測定を実施しましょう。また、身体不調か精神の不調なのかをよく観察して行く必要があります。

・上村　みわ　様～「背が伸びるから、行けない」と話され、一時作業への参加を拒んでいましいたが、結果参加する事できています。

　　　　　　　診察→主治医の依頼により説明を受け、任意入院(継続)同意書へ記入していただ

いています。診察では、「テレパシーで家族が今日来るかもしれない。お祭りもあるそうです。背が23cm伸びたい。体重は37.5kgだそうです」と発言されています。引き続き、日課の取り組み状況を観察していきましょう。

・三上　勇　様　～主治医の依頼により説明を受け、任意入院(継続)同意書へ記入していただい

ています。

・元沢　政治　様～女性患者様の手を握ってレストランへ行くところをスタッフ確認しています。

　　　　　　　　　逸脱行為とならないよう、また、過剰な接触からトラブルとならないよう注意観察しましょう。

・伊藤　五十二様～

診察→主治医へ、「こご痛エ。（股関節）とごやしてぇ」と話されています。引き続き身体状況の観察をしていきましょう。

・小笠原　禮子様～主治医診察で、本人が「胃は何ともない、粉の薬を止めたい」と話した為、8/15（水）の定期薬からＦＫ散（消化剤）中止となります。

＜皮膚科診察＞

・伊藤　五十二様～左第一趾のアズノール塗布は、治癒したため、本日止めとなっています。

・次回診察は、２週間後の8/23(木)です。

・田野端　忠夫様～本日、症例検討会実施しています。（別紙資料）

	対象患者情報
	　田野端　忠夫様　　73歳

病名：統合失調症　合併症：高血圧・肺結核(完治)　入院形態：任意

	患者の希望
	このまま病院で、八戸で暮らしていきたい。

	患者の

現在の経過について（各職種）
	Ｈ24年3月14日から服薬自己管理を行い、服薬に関してのコンプライアンスはほぼ確立している。

	主治医の治療方針
	薬物療法により症状の安定を図る。

	検討された

支援方針
	・身体面では、感染症に罹患するリスクが高い為、清潔保持出来る様

　を指導していく。身体症状の把握と都度主治医へ報告し、指示を仰ぐ事としている。

・日常生活面では、ＡＤＬの維持として服薬自己管理と単独外出できている事を維持出来るよう関わっていく。

　身辺整理について乱雑さ見られる為指導、介入を行い、木曜日の身辺整理のプログラムを活用し引き続き指導していく。

	抽出された

問題点
	・服薬・症状自己管理能力の保持

・身辺整理・清潔保持能力の取得

・今後について家族と本人の意思疎通が図れていない。

	今後の

看護計画
	· 服薬・症状の自己管理能力の保持

身体・精神状態の自己管理ができ、変化があった場合には、主治医や看護者などに伝えることができる。→服薬指導・症状管理指導

· 身辺整理・清潔保持能力の取得

プログラムの中で確実に行っていく。

古い衣服などは、本人と相談して処分していく方向とする。

· 将来について

本人は、八戸に居たいという希望を話しているが、その理由として「八戸に面倒みてくれる人がいるから」という。しかしその人物については、具体的に名前も教えてくれず、弟様方も思いあたらないという。したがって、退院後の住む場所については、本心は分からない面がある。「老人ホーム」などには行きたくないという思い、弟たちにも迷惑かけられという思いもある様子で、今後も面接して真意と利用できる制度を伝えていく必要がある。また、家族と本人の意思を確認する場を設けていく事とする。

※主治医より、本人の思いが一番大切である。高齢施設を探していく事になるとは思うが、今施設が嫌と言っていても介助が必要になれば行かざるを得ないだろうとの事。
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